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は じ め に

「日本 語 動 詞 の 多 義 体 系(1)」、 『人 文 学 研 究 所 報 』、Na .,32,1999年3月 。

「日本 語 動 詞 の 多 義 体 系(2)」、 『人 文 研 究 』、No ..138,1999年12月 。

「日本語動詞の多義体系」 と題す る一連の拙論執筆の趣 旨は、 現行 の 国

語辞典 における多義語 の記述が不十分である ことを改め るための基礎作業

の一環 となす ことであ る。現行 の大多数の国語辞典では、多義の配列順 は

使用頻度 に基づ くこ とを建 て前 としている。それは使 用者の便宜 のためで

ある とい うのが唯一の理 由であ るが、はた して使用頻度順が総体 的に見て

ほん とうに便宜 に叶 っているのか とい うのがひ とつの問題である。使用頻

度順 は多義相互間の有機的 な意味 関係 をぶ ち壊 しに しているので、そ ちら

か らのマ イナス効果 のほ うが大 きいのではないか とい うことが考えられる
。

現行辞典の多義記述の実際 を詳 しく検討 してみ ると、頻度順が当ては まる

のは・せ いぜ い最初の一つ か二つの意味であって、あ とはほ とん ど無原則

と言っていい状態である ことが分 かる。同 じ多義語 につ いて幾つかの国語

辞典 を比較 してみ ると、諸用法の分類の仕方 も、配列順 もかな りまちまち

である。具体的 な検討例 については、国広(1997)の 多義語 の章 を見てい

ただ きたい。そ こに示 されていない多義語の うち動詞 について、・多義 の意

味的関連性 とい う統一的な基 準に基づ いて以下に分析 記述 を行 ってゆ く。

とぐ(研)

「と ぐ」 の意 味 につ い て は多 くの 国語 辞典 が …様 に三つ を区 別 して い る
。

それ を例 文 の 形 で示 す と次 の よ うにな る 。

α)刀 を と ぐ。(目 的:刃 を鋭 くす る)

(2)鏡 を と ぐ。(目 的:反 射 を よ くす る)

(3)米 を と ぐ。(目 的:表 面 の糠 を取 り除 く)
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付 記 した よ うに 、そ れ ぞれ 目的が 異 な るので 、多 義 的 別義 とす る の は十

分 に根 拠 の あ る こ とで あ る。 しか し、そ れ は従 来 の考 え方 で あ り、我 々 と

して は さ らに考 察 を進 め てみ た い 。問 題 は、 この3義 を並列 した別 義 と し

て よい か と言 うこ と、換 言す れ ば 、基 本 義 と派 生 義 の 関係 で捉 え られ な い

か とい う こ とで あ る。 その 見地 に立 つ と、3義 は ひ とつ の基本 義 に ま とめ

られ る こ とが 分 か る。す なわ ち;

と ぐ 《あ る 目的 を もって物 の表 面 に研 磨剤 を用 いて摩 擦 を加 え 、薄 く

す り減 らす 》

同 じ く 「と ぐ」 で も、対 象 物 の性 質 に よって 目的 も研 磨剤 も異 なっ て く

る。 「刀 」 は刃 先 が鋭 い のが生 命で あ るか ら 「刃 を鋭 くす るdの が 目的 と

な り、刀 は鋼 鉄 で で きてい る ので 、 す り減 らす には砥 石 を用 い な けれ ば な

らな い。次 に 「鏡 を と ぐ」 と言 う場 合 の 「鏡 」 は ガ ラス で は な くて 、昔 の

銅 合 金製 で錫 め っ きを した もの な どを指 してお り、表 面 の曇 りをす り減 ら

す こ とに よ り反 射 の 度 合 い を強 め た の で あ る 。 現 在 の ガ ラス 製 の もの は

「と ぐ」 とは言 わず 、「み が く」 と言 う。 「と ぐ」 と 「み が く」 の比 較 につ

い て はあ とで触 れ る 。最後 の 「米 を と ぐ」 の場 合 は、米 の 表面 につ い て い

る糠 な どを水 を媒 体 と し、米 粒 同士 を こす り合 わせ て取 り除 くことを指す 。

石 な どの 表面 を滑 らか にす り減 ら して 模様 が は っ き り見 える よ うにす る こ

とを 「研 ぎ出 し」 と言 うが 、 この語 に含 まれ る 「と ぐ」 は基 本 義 その もの

を用 い て い る。

文型

「と ぐ」 は物 の表 面 をす り減 らす こ とで あ るか ら、 素 手 で こす っ て も 目

的 を達 す る こ とは難 しいの で 、何 か 道具 ・媒 体 を必要 とす る 。 した が って

文型 に は基 本 的 には対 象格 と道 具格 が現 れ る。

[動作主が+道 具で+対 象 を+V]

人が 砥石 で 刀 を とぐ。

猫が 柱 で 爪 を と ぐ。

「とぐ」 と 「み が く」

「刀」 と 「爪 」 は 「と ぐ」 と も 「み が く」 と も言 うこ とが で き、物 の表

面 を摩 擦 す る こ とは両動 詞 と も共 通 で あ るの で 、 「と ぐ」 と 「み が く」 は
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「みが く」 は 「きれ にみ が く」 と言 うこ とが 多 い こ と に うか が わ れ る よ

うに・ 目的 は物 の表 面 につ や を出 して綺麗 にす る こ とで あ る 。 「と ぐ」 の

目的 が表 面 の 一部 を削 り落 とす こ とで あ るの に対 して 、Tみ が く」 は 削 り

落 とす こ とな くつ や を与 え る こ とだ け が 目的 で あ る点 が 異 なっ て い る。 し

たが って 同 じ目的語 を取 って い て も、指 す状 況 は異 な る。 「刀 を と ぐ」 が

刃 を鋭 くす るの に対 して 、 「刀 をみ が く」 は平 た い 部 分 を ぴ か ぴ か にす る

ことで あ る。r爪 を と ぐ」 が猫 な どの動 作 で あ るの に対 して、「爪 をみが く」

は女 性 が マ ニ キ ュ ア をす る こ と を指 す 。 『新 明 解 』 の 「み が く」 の 項 に

「牙 をみ が く」 は 「牙 を と ぐ」 の新 しい言 い 方 であ る、 とあ る 。 す で に触

れ た よう に・ 「鏡 を と ぐ」 は金属 製 の もの に 、 「鏡 をみ が く」 は ガ ラす の も

の につ い て言 う・ 「歯」 の 場 合 、人 間 が歯 を清 潔 にす る と きは 「み が く」

であ るが 、歯 を武器 と して用 い るため に先 端 を鋭 くす る と きは 「と ぐ」 を

用 い る こ とに なる。 また 、警 歯類 が 長 く伸 びす ぎた 門歯 を削 る と きは 「歯

を と ぐ」 と書 え る。両 動 詞 の相 違 点 の み記 せ ば次 の よ うに なる。

と ぐ:〈 表 面 の一 部 のみ 削 り落 とす 〉

み が く:〈 表面 につ や を与 え 、綺 麗 にす る〉

「み が く」 は さ らに比喩 的 派 生義 と して 、 〈修練 を積 ん で 、 技 術 ・人格 な

どを向上 させ る〉 とい う意 味 を持 つ 。 「み が く」 の基 本 的 文 型 ば 「と ぐ」

と同 じで あ る 。

と ま る(止 ・泊 ・留)

国語辞典その他の資料 に基づ いて 「とまる」の現代用法 を見渡 してみる

と・ と りあえず11種 類の用法 を区別す ることがで きる。 そ してそ の全体

は私見 によれば単一の現象素 に基づ いた一個 の多義語 とみなす ことがで き

る。従来の国語辞典で も 『岩波国』、『現例解』 は一個の多義語 として扱 っ

てい る。問題 は、その多義 を どの ように して関係付 けるか とい うことであ
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る。ひ とつの解決案 と して 、まず移動体が ある一点で停止す る とい う現象

素 を基 に置 き、その現象の どの部分 に心 的焦点 を合わせ るかに より意味 の

違 いが生 じる と考 えてみ る。さ らにその移動動作 に抽象化 を加 えて非移動

的な運動 の面 を取 り出す心 的な操作 、その運動 をさらに抽象化 して単 なる

継続状態 を取 り出す とい う一連 の心的派生 を考 える。 この ように して・ひ

とつの現象素 に二つの異 なった方 向か ら心的 な操作 を加 えて多義体系 を発

生 させ るのだ と考 えてみたい。出発点 とす る11個 の用法 は次の とお りで

ある。

① 電車 が 駅 に と まっ た/行 進 は交 差 点 で とま った。(こ ね は線 的 な移 動

を指 す場 合 で あ る。例 文 に示 されて い る よ うに 、停 止点 が は っ き りして

い る。停 止 点 につ く助 詞 は 「に」 で も 「で」 で もあ り うる 。 「道 は そ こ

で とま って い る」 もこ こに加 える。現 実 に は 「道」 は動 か ない が 、道 の

状 況 をそ の上 を移 動 す る人 間 の 立場 を借 りて 表 現 した もので あ る。 これ

を 「人 間代替 表 現 」 と呼 ぼ う。 「道 は そ こで 突然 終 わ っ て い た 」 と も言

え るが 、 この 「突 然 」 とい うのは 人 間心 理 に与 え る印象 を指 す 語 で あ る

ので 、 この文 も人 間代 替 表現 であ る。つ ま りこの種 の表 現 は 、道 な どの

具体 物 と人 間が 重 な っ た特殊 な表 現 で あ る。

「国=境線 は人 跡未 踏 の密 林 の 中 を走 って い る」 は 人 間 代 替 表 現 で は な

く、 「国境 線 」 を動 作 主体 と した擬 人 的 な比喩 表 現 で あ り、 しか も痕 跡

表 現 で もあ る。つ ま り 「国境 」 が走 った あ とに残 っ てい る痕 跡 と捉 えた

表 現 で あ る。 国広(1985)の 段 階 で は人 間 代替 表 現 も痕 跡表 現 と考 えて

い たが 、今 は両者 を 区別 して い る。 さ らに田 中茂 範 ・松 本 曜(1997)を

参 照 。)

② 血1が とまっ た/水 道 が と まった/電 気 が と まっ た 。(流 動 体 が 出 口 か

ら出 る のが止 まる こ と を指 す 。 「出 口」 は① の停 止 点 に 当 た る が 、 これ

は最 初 か ら決 まって い るの に対 して 、① の停 止 点 は移動 体 が 停1Lし な い

限 り どこで あ るか分 か らな い とい う違 い が あ る。 「交 通 が と ま る」 も こ

こに属 させ る。 「交 通」 は 一見① と同 し く車 や 人 の線 的 な移 動 を 指 す と

考 え られ るが 、実際 は あ らゆ る 方向 の移 動 が総 体 的 に と らえ られ てい る

と見 るべ きで 、そ の 意味 で線 条性 が 薄 らいで い る。 交通が止 まった とき、

車 な どの 個 々の停 止 位 置は話 し手 の念 頭 に は ない であ ろ う。)

③ モ ー一ターが と まった/時 計が とまっ た。(① ② に含 ま れ て い た 線 的 な
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動 きの 代 わ りに回 転運 動 が含 まれ て い るの で 、別 扱 い とす る。 継続 的 な

動 きの 停止 とい う点で は① ②③ は 同 じで あ る 。

④ 息 が と まった/心 臓 が とまった/笑 いが とま ら な い 。(動 きが さ らに

抽象 化 され 、繰 り返 し的 出来事 とな って い る。)

⑤ 船 が 港 に と まって い る。(① か ら④ まで が あ る継 続 時 間 を持 つ 動 き と

そ の停 止位 置 の両 方 、 あ るい は継続 的 出来 事 とその 停 止 時点 の両 方 を心

的焦 点 内 に捉 えて い るの に対 して 、⑤ で は停 止 の局 面 の方 に注意 が 偏 っ

て い る と考 えて① とは別扱 い と した。 停 止 局面へ の注 意の 向 け方 の 違 い

は・車 や電 車 と船 とい う移 動体 の性 質 の違 いか らきている と言 えるので、

文脈 の影 響 と考 えて 同列 に扱 う こ と も考 え られ る 。)

⑥ 鳥 が 木 に と まった/か くれ ん ぼす る もの 、 この指 と まれ 。(⑤ よ り も

い っそ う停 止状 態 に注 意 が集 中 して い る用 法 であ る。鳥 の場 合 、木 に と

まる まで の飛 ん で い る姿 は 目には い って い ないの が普 通 であ ろ う。飛 ん

で い る姿 が 目に映 らな くて も、 鳥が 木 の枝 につ か まっている姿 を見れば、

理屈 か ら言 えばそ の前 に どこか か ら飛 ん で きた はず であ る とい う論 理 的

思 考 に基 づ い て、 基本 的 には先 行 の移 動 段 階 を含 むrと まる」 を用 いて

い るの だ と解 され る。 か くれ ん ぼの場 合 も、 「この指 と ま れ」 は 「この

指 をに ぎれ」 と言 って い るの に等 し く、先行 の移動 段 階 は念頭 か ら消 え

てい る と 言え よ う。 発生 的 に は、 トンボ な どが 草葉 の先 に 「と まる」 様

子 に似 て いる こ とか ら来 る比喩 的表 現 で あ っ たで あ ろ う。)

⑦ ホ テ ル に と まる。(自 分 の うち以外 の 宿 泊可 能 な場 所 に 短 時 日滞 在 す

る こ とを指 す 。 同 じ く夜 を過 ごす の に 、 自分 の うちの場 合 は なぜ 「とま

る」 と書 え な いか とい う と、そ れ は 「とまる」 の基 本義 か ら きて い る。

基 本 的用 法① に見 られる よ うに、 「とまる」 は 先行 の 移 動 段 階 を前 提 と

して含 んで いる 。 動 いて い ない もの は 「と まる」 こ とはで き ない。 人 間

の移 動 中 つ ま り自分 の うち を離 れて い る あ いだ に夜 を過 ごす のが 「と ま

る」 で あ る ので 、年 中 い るのが 前提 とな って い る 自分 の うち には 「とま

る」 こ とはで きない。)

⑧ 札 は釘 で と まっ て い る。(主 語 に なる物 体 は動 き とは全然 関係 が な く、

どこか に 固定 され る もの であ る。 固定 とい うの は① な どの動 く物 の 停止

点 の こ とで あ り、 この用 法 で の心 的 焦 点 は停 止 点 か ら始 ま って 、そ れ以

後 に続 く停止 状 態 を含 んで い る。 そ の た め に 「一 て い る」 形で 用 い られ

る こ とが 多 い。
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⑨ 痛みが とまらない。(⑧ と同 じく継続状態 を指す用法 であ るが 、⑧ が

停止状態か らあとの状態 を心的視野 に入れているのに対 して、⑨ は停止

状態に至 るまで の状態 を視野に入れている。「痛みが とまった」 と肯 定

文で 言って も同様である。 これは心的視野のず れが多義発生 の元 となる

場合である。)

⑩ 面白い本が 目に とまった/美 しい曲が耳 に とまった/心 に とまった逸

話 。(こ れ は⑦ 、⑧ と同 じく、停止点か らそれ以後 の状 態 が視 野 に入れ

られる場 合である。視覚 ・聴覚 ・意識 を入口 と して、何かが記憶 とい う継

続状態 に留 まるこ とを指 している。)

⑪ 彼女 は美貌 を鼻 にかけてお高 くとまっている。(対 人的態度 が高 い位

置 に停止 した まま下 に降 りて こない ことを指 しているので 、心 的視 野は

停止点以後 を覆ってい る。)

以 ヒ、ある移動物の停止点 をめ ぐらて心 的視野が どの範囲に及んでいる

か とい う次元 、また移動物が具体 的な ものであるか、抽象化を受けて運動、

さらに状態 に派生 して行 く次元 の二つの次元 を念頭 にお きなが ら諸用法 の

説明 を行 って きた。 これをひ とつの体系 図にまとめ ると次の ようになる。

「
と
ま

る
」

の
現
象
素

停

喚
/ ,}

'

}

.
`L的視 野 抽 象 化

線的進行 →卜 継 続 運 動

② ③ 一一一④

一 一一一 一一 一一⑧ ⑩ ⑳

→ 継続状態

⑨①

/

⑦

停1L点

上 の用例 中、「どこ どこに」 とい う形で停止点 を表現す る もの と して 、

①⑤⑥⑦⑩ がある。その うち具体物 の線的進行 を指す① ～⑦ のすべてに停

止点が表現 されるこ とは十分に予想 されることであ る。 さらに⑩ は記憶 と

い う状態 を指すので、記憶の定着場所 と して 「どこ どこに」 を表現 してい

る。神経生理学的には記憶の場所 はすべ て脳であるけれ ども、人間の素朴
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な認知 の仕 方 を反 映 す る言 語 表現 で は 、 目・耳 ・心 に記 憶 が定 着 す る と考 え

て い る わけ で あ る。 なお ⑦ の 「とまる」 に は 「に と まる」 と 「へ と まる」

の両 方 が あ る。

(1)才 助 自身 には もちろ ん そ ん な高 い宿 に泊 った こ とは ない し、そ の つ

も りもない 。

(池 澤夏 樹 『骨 は珊 瑚 、 眼 は真 珠』)

(2)「 あ てが ない の か。 ず いぶ ん疲 れ てい る よ うす だ な。 そ ろ そ ろ 日 も

沈 む し、今 夜 は ここへ 泊 って ゆ くか?」(同 上)

文型

[動作 主+場 所 に/へ+V]① ⑤ ⑥ ⑦ ⑩

[動作主+V]② ③ ④ ⑧ ⑨ ⑪

以 上 が 「と まる」 の多 義体 系 であ る。 この よ うに二次 元的 に広 が る体系 を

辞 典 の形 で 記述 す る と きは 、多 義 の配 列 法 に一 工 夫 が必 要 で あ る。 ひ とつ

の案 は 、心 的視 野 の 違 い を主 軸 と し、 まず三 つ の型 の視 野 を考 え る。

1.移 動 か ら停 止 点 まで 。

II.停 止点 に重 点 。

皿.停 止 点 か らそ れ以 後 。

次 に各視 野 ご とに横 軸 の 「進 行 一運 動 一状 態 」 の順 に配列 す る とい うも

ので あ る。

な お す

「なおす」の多義的用法 の全体 を見渡 してみ ると、単 一 の 中心 義 か らの

派生 と見ることがで きることが分かる。それは 《あるべ き形 ・状 態 に もど

す》 とい うことであ る。逆 に言 えば、「なおす」べ き対象 は 「あ るべ き形 ・

状態 をはずれている」 とい う前提 を含 んでいる。多義 は 「なおす」 べ き対

象 の性質の違 いか ら生 じる と見る ことがで きるので、ここでなすべ きこと

は、さまざまの対象 の性質 をどの ような体系 に整理 して示す かを考 えるこ

.と である。検索の便 を考 えるな らばその体系 は人間の基本的 な認知体系 に

で きるだけ合致 しているのが よい と考 え られる。



8

多義体系と認知体系

認 知体 系 とい うの は従 来 概念 体 系 と して考 え られ て きた もので あ る 。そ

の 具体 的 な作 品 は英語 のRoget'sInternationalThesaurus、 国 立 国 語

研 究 所 の 『分類 語 彙 表』、『角 川類 』、 『日本 語語 彙 体系 』 な どに見 られ る。

筆者 も 「概 念体 系 分 類 法試 論 」 にお いて若 干 の 考察 を行 な った 。今 回 「な

おす 」 に反 映 され て い るはず の 部分 体 系 が既 存 の体 系 と どの よ うに合 うか

合 わ な いか を検討 してみ た とこ ろ、 とて も問題 にす る ところ まで行 って い

ない こ とが 分 か った 。そ もそ も理想 的 な認 知体 系 の記 述 とい う ものが 考 え

られ る のか どうか とい う ことか ら検討 して行 か な けれ ば な らな い。非 常 に

複雑 なものになるこ とは間違いないが・それ をどのようタ形で捉 えるのが

よいの か とい う こ とが次 に 考 えるべ きこ とで あ る 。そ の本 格 的 な研 究 は別

の機会 に譲 る こ とに して 、 こ こで は 、'まず 「なおす 」 の多 義体 系 を示 し、

そ れが既 存 の 体 系 と ど うい う関係 に あ るか を見て ゆ くこ とにす る。

融 モ

非視覚的

1形

2位 置

静的{
3状 態

4体 系

動的{蒲 一[

「なおす」の多義体系図

機械的

身体的

『日本語 語 彙体 系 』(以 下 「岩 波 版 」 と略 称 す る)に 示 された 「一般 名詞

意 味 属性 体 系 」 は 名 詞の分 類体 系 を示 す 形 を取 って い るが 、 これ は 名詞 を

超 越 した概 念 体系 と も見 る こ とが で きる。岩 波 版 には名 詞 の体系 が あ るの

み で 、動 詞 ・形容 詞の もの は ない。 しか し.ヒ記 の よ う に名 詞 体 系 とい う よ

りは概 念体 系 と見 るな らば、動 詞 ・形容 詞 に も1一分 に流 用 す る こ とが で き

る。 品詞 の 違 い は意 味 の違 い で は な く、文 法上 の違 い を示 す ものだ か らで
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あ る。 そ うい う立 場 に立 っ て 「なお す」 の 多義 体 系 が岩 波版 の体 系 と どの

よ うに対 応 す る か を調べ てみ た と ころ 、あ ま り整 然 と した対 応 は な さな い

こ とが分 か った。 例 えば 、「なお す 」 で は 〈形〉 と く位 置 〉 が 視 覚 的 な意

味 単位 と して平 行 して現 れ て い るが 、岩 波版 に は視 覚 的 ・非 視 覚 的 と い う

分類 項 は な く、形 と位 置 も平 行 す る よ うな位 置付 けが な され て い ない 。 ま

た位 置 とい う捉 え方 もな され て い ない 。岩 波 版 で 〈形 状〉 に た ど り着 くに

は どの よ うな分類 の筋 道 をた どるの か を見て み よ う。 まず 名詞 の全 体 は具

体 と抽 象 に二 分 され る。次 に抽 象 は抽 象 物 ・事 ・抽 象 関 係 に三 分 され る 。次

に抽 象 関係 は九 区分 され る1存 在 ・類系 ・関 連 ・性 質 ・状 態 ・形 状 ・数 量 ・場 ・時

間。 この よ うに して 、形 状 は抽象 関係 の 一 区分 となっ て い る。

次 に 『角 川類 』 を見 てみ よ う。 この分類 体 系 は10進 法 に基 づ いて お り、

最 上 位 の10区 分 は、 自然 ・性状 ・変 動 ・行 動 ・心情 ・人物 ・性 向 ・社 会 ・学 芸 ・物

品 とな って い る。 そ の性状 の最 初 の二 区分 と して 〈位 置〉 と 〈形状 〉 が 現

れ て い る。 「なおす 」 に 関 して は 『角川 類』 の方 が はる か に合 致度 が 高 い 。

最 上 位 の10区 分 も 自然 な認 知 体系 を比 較 的 に よ く反 映 して い る よ うに 思

わ れ る。 た だ し、十 進 法 はお お い に問題 で あ って 、至 る とこ ろ に無 理 な分

類 を生 じて い る。細 か く見 る と、 分類 の理 論面 に もい ろい ろ と考 慮 す べ き

こ とが あ る よ うであ る。例 えば 分類 項 自体 の 内容 的 な重 な りの問題 があ る。

〈変動 〉 とい う最 上位 項 の す ぐ下 の分 類 は 〈動 揺 ・移 動 ・離 合 ・出 没 ・変 形 ・

変 質 ・増 減 ・情 勢 ・経 過 ・関連〉 とな って いるが 、 〈関連〉 は静的 な関係 であっ

て 変動 とは言 いが た く、か つ く離 合〉 と重 な った 面が あ る 。 〈離 合〉 は 〈

関 連〉 性 の く変 動〉 と言 える面 が あ るか らで あ る 。 〈離 合〉 と 〈関 連〉 が

関 連 して い る こ との反 映 と して 、同 じ意 味 の 「むす ぶ 」 とい う項 が両 方 の

項 に 出て い る。多 義 語 が そ の ひ とつ ひ とつ の多 義 ご とに別の 分類 項 に現 れ

る こ とは普 通 であ るが 、 この よ うに同 じ意味 の語 が重 な り合 った別 項 に現

れ る こ と もあ り得 る わけ であ る。 人 間 の認知 活 動 と して 「重 な り認 知」 と

い うこ とは十分 にあ り得 る こ とで あ るか ら、 こ うい う問題 の解 決 も兼ねて、

今 後 の認 知体 系 の研 究 の進展 に期 待 した い と思 う。

「なおす」 の意味用法

「なおす 」 の対 象 の何 が あ るべ き形 ・状 態 で あ るか は 、対 象の性 質に より、

またそ の場 の状 況 に よ り異 な る。対 象 の本 質 に よって 決 まるこ ともあ る し、
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社会文化 的に決 まっている こともあ り、 またその時の特定 の要請に より決

まるこ ともある。 これはひと言で言 って しまえば、言語使 用者の常識 によっ

ている とい うことである。その常識が人間が普遍的 に持 っている常識 であ

る場 合には詳 しく記述す る必要 はないが 、あ る文化特有 の視点か ら見なけ

ればな らない場合 もあ るので 、そのことを忘れ ないように しなければな ら

ない。例 えば 「ドルを円になおす/フ ィー トをメー トルになおす/華 氏 を

摂氏 になおす」 とい う表現 では、「円・メー トル摂 氏」 が 日本 で 用い られ

ている単位 である とい う事情 が裏 にある。逆 の例 えば 「摂氏 を華氏 になお

す」が多少不 自然 に響 くのは華氏が 日本で一一般 に用い られてい る尺度では

ない ことが影響 してい るもの と考 え られる。代わ りに 「摂氏 を華氏 に変え

る」 などの中立的な表現 を用いれば問題 はな くなる。以下に 「なおす」の

多義 を代表的 な用例 によって示す。

な お す 《あ るべ き形 ・状 態 に ない対象 を あ るべ き形 ・状 態 に もどす 》

1〈 形〉

(1)曲 が った ネ ク タ イを なお す 。(真 っ直 ぐにす る)

② 盆 栽 の枝 ぶ りを なおす 。(よ い形 にす る)

(3)服 装 の乱 れ をなお す 。(整 え る)

(4)風 で乱 れ た髪 をなお す 。(整 え る)

㈲ 姿 勢 をな おす 。(ま っす ぐで均 整 の取 れ た形 にす る)

(6)お 化粧 をなお す 。(こ の 用法 は厳 密 には形 の 変化 を含 ま な い が 、 視

覚 的 であ るの で 、 こ こに入 れ る=取 れ た化粧 を元通 りにす る)

2〈 位 置 〉

(7>机 の 向 きを なおす 。(そ の場 の状 況 にふ さわ しい 向 きに戻 す)

(8)玄 関先 の履 物 をなお す 。(上 が り口 と直 角 の方 向 、 しか も先 が 外 に

向 くよ うに揃 え る)

(9)立 っ た ら椅 子の 位 置 をなおす もの です 。(机 の下 に入 れ る)

(10>((比 喩 》 め か け を正 妻[本 妻]に なおす 。(正 式 の 婚姻 関係 にお く)

ql)臨 時雇 い を正社 員 に なおす 。(正 式 の雇 用 関係 を結 ぶ 。)

働 遅 れ て きて 下座 に座 って い たお客 を上座 に なおす 。(L位 の 座 に変

える)

㈹(西 日本 方言)道 具 を戸棚 へ なお す 。(し まい込 む)
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3〈 状態〉

⑯ 機嫌 をなおす。(不 機嫌か ら上機嫌 に変わる。「ご機嫌 ななめ」が不

機嫌 を意味す るところか ら、上機嫌 は垂直状態 にあ ると比喩的 に考 え

られていることが うかがわれ る)

㈲ 気分 をなおす。(不 愉快 であったのが 快活 な気 分に変 わる〉

⑯ 文章 をなおす 。(添 削 して よい文章 にす る)

(切 誤植 をなおす。(あ るべ き状態 にする)

(1&演 奏会の切符 を三等席か ら一等席 になおす。(上 位の等級 に変える)

4〈 体系〉(言 語 ・通貨 ・尺度な どは体系 をなす もの と捉 え られる)

⑲ 英語の文章 を日本語 になおす。(翻 訳す る)

⑳15ド ル を円になお した ら幾 らになる?(換 算する)

⑳ 華氏90度 を摂氏 になお した ら何 度にな ります か。(換 算す る)

㈱ か な書 きの部分 をで きるだけ漢字 になおす。(書 き改め る。「かな」

は今 も 「仮の文字」 とい う感覚 を保 っているためか 、 「漢 字 を仮 名 に

なおす」 とは言 いに くい)

㈱ 旧漢字 を新漢字 になおす 。(書 き改 める)

5〈 機能〉

㈱ 車の故障 をなおす。(修 理 する)

㈱ 雨漏 りのす る屋根 をなおす。(修 繕する。雨漏 りが しない よ うにす

る)

鱒 病気 をなおす。(元 の健康状態 に戻す)

伽 虫歯 をなおす。(正 常 な状態 に戻す)

6〈 行動〉

㈱ 悪 い癖 をなおす。(取 り除 く)

㈲ 英語の発音 をなおす。(標 準 的な発音 に近づ ける)

以上 の 単独 の用 法 の ほか に 、補 助 動 詞 と して の用 法 が あ る 。言 い 間違 っ

た と きに 「言 い なおす」、飲 み足 りない と きに 「飲 み なお す」、読み が不 十

分 と感 じた と きに 「読 み な おす」 の よ うに用 い られ る。fな お す 」 の 部

分 の意 味 と して は 、 〈あ る行動 が 間違 いで あ っ た と きに訂 正 した り,あ る

い は不 十分 で あ った と きに続 行 す る〉 と記述 され る。
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